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    角川源義が遺したもの 

すぎなみ角川コレクション 
杉並区立郷土博物館分館（天沼３－２３－１）にて、１月３１日から企画展「角

川コレクション -角川源義ゆかりの芸術品ｰ」を開催しています。本展では、角川書

店の創設者・角川源義（かどかわげんよし）の邸宅に遺された数々の芸術品をまと

めて公開しています。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    

 

 「犬神家の一族」や「人間の証明」など一連

の「角川映画」で一斉を風靡した角川書店。そ

の創設者である角川源義は、バイタリティ溢れ

た人物でした。 

源義は、昭和５０年に亡くなるまでの２０年

間を荻窪で過ごし、その邸宅及びそこに遺され

た貴重な資料の数々は、平成１７年に遺族から

杉並区に寄贈されました。現在、邸宅は「杉並

区立角川庭園・幻戯山房～すぎなみ詩歌館」と

して開放し、区民の憩いの場となっています

（邸宅は国の登録有形文化財）。また、数千点

に上る資料の多くは杉並区立郷土博物館に収

められており、そのうち２６点の美術資料が令

和２年２月に区の登録有形文化財となりまし

た。 

自身も俳人や国文学者として活躍した源義

ですが、著名な芸術家との交流もあり、邸宅に

遺されたものは自身の書籍や自筆原稿から、源義が蒐集した芸術家たちの作品まで

多岐にわたり、かつ大変貴重なものです。 

 

本展では、博物館に収められた資料の中から、武者小路実篤の絵画や川端康成の

書、岸田劉生の水墨画など、これまでまとめて公開されることのなかった芸術品の

数々を紹介しています。杉並に遺された角川源義ゆかりの品々を、区民はじめ多く

の方にご堪能いただければと思います。 

 

令和２年度企画展「すぎなみ角川コレクション -角川源義ゆかりの芸術品-」 

【日 時】１月３０日（土）～３月１４日（日）午前９時～午後５時 

（会期中休館日：毎週月曜日、２月１８日（木）） 

【会 場】杉並区立郷土博物館分館（天沼３－２３－１） 

【観覧料】無料 
 
 

【問い合わせ先】  

杉並区立郷土博物館分館：０３－５３４７－９８０１ 

総務部広報課：０３－３３１２－２１１１（代表） 


